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足 立 区国 民 年 金課

882- 1111
国民年金特集号

ゆとりのある老後を
物価にスライドする国民年金で
若いと思っていても、私たちはいつかは年
をとります。生きがいのある老後の暮しのた
めには、健康や暖かい人間関係が必要なこと
はいうまでもありませんが、それにもうひと
つ経済的な「ゆとり」がほしいものです。
収入がとだえたり、物価があがったりして、
いちばんこまるのは、働くことのできないお
年よりではないでしょうか。
物価スライド制もとりいれ、老後のくらし

や万一の事故があった場合にその生活を守っ
ていくのが国民年金です。
まだ加入していない方、厚生年金などをや

めたままの方は、この機会に加入して老後や
万一の事故に備えてください。

拠出年金のごあんない
あな たは加 入 してい ま すか

◎ 必ず加入しなければならない人( 強制加入)
厚生年金や、共済組合などの公的年金制度に加入していな

い20歳から59歳までの日本国民。
◎ 希望で加入できる人( 任意加入)
サラリーマンの奥さんや、昼間部の学生、公的年金制度の

年金受給権者とその配偶者などで20歳から59歳までの日本国

民。

よ り 多い 年金 を希 望 す る方

は 附加年金 へ
より高い年金をとお望みの方に附加年金( 加算年金) のし
くみがあります。普通の保険料1, 100円に、さらに400円を上
積みして納めると、65才から受けられる年金が割増しになり
ます。
ご希望の方は、年金手帳と印鑑をご持参のうえお近かくの

出張所か国民年金課へ申し出てください。
ただし、5 年年金加入者と保険料免除者は除かれます。

受けられる年金額は、保険料を納めた月数に200 円をかけた
金額です。

( 例) 25 年間納めたとき
一般分800円× 300月× 1. 161( 、スライド分) =278, 640円
、附加分200 円× 300月( スライドなし) =60, 000 円

合計=338, 640 円

サ ラリ ーマ ンの奥 さん も

国民年 金へどうぞ

サラリーマンの奥さんは、ご主人が勤務先で加入している
厚生年金や共済組合の年金で、ある程度老後や万一のときの
生活を保障 されていますが、その保障は必ずしも十分とはい
えません。
そこで、いまから国民年金に加入して、ご自分の年金をお

もちになるようおすすめします。
サラリーマンの奥さん( 20 磯以上59歳未満) は。ご主人が

厚生年金などに加入しているため国民年金は任意( 希望) 加
入となり、1 年以上加入するだけで老令( 通算) 年金がうけ
られます。
これは、年金をうけるための資格期間をみる場合、サラリ
ーマンの配偶者であった期間( ご主人の厚生年金などの加入
期間) も、資格期間として認められるからですが、このサラ
リーマンの配偶者であった期間と国民年金の加入期間と合わ
せて、60歳までに25年以上( 年令により別記「老令年金加入
期間表」のとおり10年から24年に短縮されます。)に達するこ
とが必要です。
保険料は1 か月1, 100円で、年金額は、実際に保険料を納め
た月数で計算されます。

例) サラリーマンの妻
<任意加入せず>
10年( 通算)

国 民 年 金
<任意加入>

15年( 通算

)

=25 年
国民年金から15年分の通算老令年金
800円xI so月{ 15年} xI . 161( スラ4ド分)
=167, 1・　円か66才から鮗身受けられます。

※ 加入の手続は。ご主人の厚生年金被保険者証または年金手
帳( 共通使用) と印鑑をご用意のうえ、お近かくの出張所か
国民年金課へ申し出てください。

再 開5 年年金保険料の 貸付け

■ 申込みは3 月31日 まで です ■

すでに再開5 年年金に加入されている方で、さかのぼり分
の保険料の納付にお困りの方に、保険料の納付資金を次の要
慵でお貸しします。
● 申込 資 格
本人の 所得 が、昭 和48 年 にお いて 、扶養 親族 かない と きは、100
万4 千200 円 、扶 養、観郤iが1 人の と きは、121 万1 千700 円 、

扶養 親族2 人以 上の と きは、1 人増 すご とに15 万5 千円 を加
算し た額以 内で あ るこ と。

● 貸付額

昭 和45年6 月 分か ら、昭 和49 年3 月分 まで の保険 料4 万1
千400 円以 内

※ 資金 の貸付 けは 、区 が本人 に代 わっ て保険 料 を納付 する
こ とによっ て行 ない ます。

● 貸付条件
無 利子 、無担 保、 保証 人不要

● 償還方法

老 令年 金を初め て受 け た月か ら1 年 以 内に 、4 回 に分 割し
て償 還
● 受付 期限

昭和50年3 月31日( 月) まで
● 持参するもの
国民年金手帳・老人医療証( 受給者のみ)・印鑑

● 申込み・問い合わせは、区役所2階国民年金踝検認係へど
うぞ。

年 金額は物価にスラ イドします
★昨年は、16. 1%引上げられました。★
★今年 も昨年を上回る引上げが予定されています。★
年金額は、少くとも5 年ごとに調整されるほか、消費者物

価の変動( 1 年に5% 以上) に応じて自動的に改定すること
とされているので、将来も安心です。

◎ 国民年金に加入しますと、老齢年金だけでなく、右の表の

ように いろ いろの 場合 に年 金が うけら れ ます。
◎ 老齢年金をうけるためには、保険料は60歳に達するまでに

最 低25 年間 納付 するこ とが必 要 となっ てお り ますが 、年齢 に
よって 下の 表の とおり 納付期 間が 短縮 され てい ます。

● 老齢年金加入期間表●

古い未納保険料 が今な らさ か のぼ
っ て納められます。
■ 年 金の 受 給 権を 確 保 す る チャ ン ス で す■

国民年金は、 加入者の年令によって、 年金を受けるために
最低必要な保険料の納付期間( 別記「老令年金加入期間表」事
照) がきめられており、この期間に1 ヵ月でも納め忘れがある
と、将来年金が受けられなくなります。
保険料は、2 年をすぎると時効となり、あとからでは納めら

られないことになっておりますが、特例で、次の期間に限って2
年をすぎた古い保険料も納められることになっております。

この特別な取扱いは、国民年金に必ず加入( 強制加入) しなけ
ればならない方に限られ、サラリーマンの奥さんなど希望で加
入( 任意加入) している方は除かれます。
将来、年 金が受けられないということのないよう、納め忘れ
の保険料はこの機会に納めてください。
※ 特別取扱期間 昭和50年12月末日まで
※ この場合の保険料は、1ヶ月900円で納めていただきます。

納める用紙(国庫納付書)は。お近くの郵便局にそなえつけ
てありますのでご利用ください。
なお、未納期間及び保険料額などがお わかりにならない方
は、お気軽に区役所年金課へお問い合せください。

明治44年4 月2 日以降に生まれた方で、まだ国民年金に加入
していない方( ただし、強制加入者に限る。)は、いまから加入
の手続をすれば、資格発生時点までさかのぼって保険料が納め
られます。この場合も、納める期限は昭和50年12月末日までで
す。この機会をお見逃しなく至急加入手続をしてください。

● 拠出年金の種類●
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国民年金の特色

● 物価につれて年金額もあがります。
● あなたが保険料を納めると、国もその半額を上積みして積
みたてます。

● 保険料は、所得控除( 社会保除料) の対象となります。
● 保険料を納めることが困難なときは免除制度があります。
( 但し、強制加入者のみ)

● いろいろの年金制度は通算されます。

保 険 料 を 納 め る 方 法 は

区役所からあらかじめ皆様へ、金額や納める期限などが審

いてある納付書をお送りします。これにより期限内のご都合
のよいときに納めていただきます。
この納付書で納めるところは、都内の銀行・信用金庫・信
用組合の各本支店、都内の各郵便局、区内の農協、足立区役
所と第二庁舎内にある派出所となっております。つまり、ど
この銀行、郵便局という指定はなく、お仕事先やお住いの近
くで納められます。
納入後の領収証書は、お手数でもあなたの年金手帳 とい・つ
しょに保管して‾Fださい。

納 期
限 は ぜ ひ お 守 り 下 さ い

保険料を納期限後いつまでも未払いのままにしておきますと、
①あなたの将来の年金を受ける資格・こ関係してきます。
②万一、事故にあったときなど、せっかくの年金が受けら れ
ず、思わぬ損をすることがあります。

このようなことから、ぜひ納期限をお守りください。

満65歳になったら老齢年金の
請 求 を

満60歳をすぎて加入期間が終り、保険料を完納( 免除期間も
含まれます) された方は、満65歳になったとき、老齢年金の
睛求をして下さい。
手続は印鑑、年金手恨( 振込先の郵便局名。銀行希望の方

は預金口座番号) をご用意のうえ区役所国民年金課へおいで
下さい。
なお、事情により早く年金を受けたい方は、希望すれば60
歳から、減額した年金の請求もできます。

保険料の 納め忘 れの 分は
4 月 中 に 納 め ま し ょ う

4月は、昭和49年度分( 49年4月～50年3月) 保険料の最
終納期限です。納め忘れがありましたら至急、郵便局・銀行
・信用金庫などに納めてください。
納付書がお手許にない方は、再発行いたしますので、ご連

絡ください。
5 月1 日以降になりますと、お送りしてある納付書では納

められなくなります。

保 険料の お支払は
便利な 口座振替で

保険料のお支払は便利な口座振替で　電気、ガス等の自動支払と同様に、金融機関があなたに変
って、ご指定の預金口座から自動的に保険料を納付するしく
みです。
○ 取扱金融機関……銀行・信用金庫・信用組合の本、支店 。

農協。( 郵便局は除く。)
○ 振替のできる預金口座…普通預金・当座預金・合同運用指

定金銭信宅に限ります。
○ ご家族の預金口座からも振替られます。
手続きは、
○ あなたの預金口座のある金融機関の窓口へ、国民年金手帳
預金通帳、通帳に使用している印鑑を持参し、お申し出く

ださい。

保 険料が納められないときは
免除の手続をどうぞ

保険料が納められないときは免除の手続をどうぞ　経済的事情などで、保険料を納ゆることが困難なときは、
免除制度をご利用ください。
また、生活保護法による生活扶助。障害年金を受けている

かたは、その受給を受けたときにさかのぼって保険料の納付
が免除になります。
免除になれば、その間の年金額支給は1/ 3になりますが、

年金を受ける権利は確保されます。

福祉年金のご案内
◎ 国民年金は。かけ金を納めて受ける拠出年金が基本とな　
りますが、日本国民で、この年金制度が始まったとき、す
でに高齢に達していたかた、障害者や母子世帯であったか
たなどのために、福祉年金があります。

○ 福 祉 年 金 の 種 類

○ 所得による支給制限( 昭和48年中の所得金額)

所得とは給与所得の場合( 収入金額) - ( 給与所得控除額)
その他の所得の場合( 総収入金額) - ( 必要経費)

〇公的年金受給による支給制限

○ 老齢福祉年金(老齢特別給付金)の請求手続きに必要なもの

( 注) 老齢特別給付金の請求手続をした人は、70箴になって重ねて

老齢橸祉年金の請求手続きをする必要はありません。( 70蔵に

なった翌月分から、自動的に老齢福柾年金が支給されます。)

年金で
しあわせな

老後を

◎ 福祉年金は、かけ金なしで、国が費用を全額負担するの
で、つぎのような所得による支給制限と公的年金受給によ
る支給制限があります。したがって。受給権者本人、配偶
者、扶養義務者のうち、だれかが限度額以上の所得があっ
た場合は支給が停止されます。 所得制限にかからない場
合でも、受給櫓者が現に公的年金を受けているときは、そ
の年金の種類により、つぎの限度で支給が停止されます。(
注) ここに扶養義務者とは、受給権者と同居している子

供達のうち、生計維持の中心者のことです。　

お問合せ
は

お 気 軽に

足立区役所
国民年金課

皿 回|


